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さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
も
女
性
消
防
団
専
用
車
両
は
め
ず
ら
し
く
、

こ
の
車
両
に
は
、
可
搬
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
等
を
積
載
し
て
い
る
た

め
、
実
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
地
域
住
民

に
対
す
る
応
急
手
当
の
指
導
の
ほ
か
、
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
七
月
十
日
、
三
重
県
消
防
学
校
に
お
い
て
、

平
成
二
十
六
年
度
三
重
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
に
第
九
分
団
が
亀
山
市
の
代
表
と
し
て
出
場

し
、
亀
山
市
合
併
後
初
と
な
る
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。

選
手
と
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
生
業
を
も
ち
な
が
ら
、
四
月

か
ら
毎
週
二
回
、
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
三
十

回
に
及
ぶ
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

猛
暑
の
中
で
の
訓
練
で
あ
り
、
精
神
的
に
も
身
体
的
に
も

想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
当
日
は
、
雨
天
の
中
、
消
防
の
基
本
で
も
あ

る
「
安
全
・
確
実
・
迅
速
」
を
徹
底
し
、
旺
盛
な
使
命
感
で

ポ
ン
プ
操
法
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
も
、
練
習
の
補
助
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
た

団
員
の
皆
様
や
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
の
た
め
に
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
日
に
、
三
重
県
消
防

協
会
主
催
の
も
と
、
平
成
二
十
六
年
度
三
重
県
青

年
・
女
性
消
防
団
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
今
後
消
防
団
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
青
年
・
女
性
消
防
団
員
が
、
互
い
の
意

見
を
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
に
対

す
る
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ

れ
、
元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の
杉
山
明
美
さ

ん
に
よ
る
、
食
と
健
康
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
に
は
意
見
交
換
会
が
あ
り
、

各
市
町
の
消
防
団
の
問
題
点
等
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
今
後
は
各
市
町
の
消
防
団
の
問
題
点
等
を
参

考
に
、
よ
り
良
い
消
防
団
活
動
が
行
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
待
ち
に
待
っ
た
女
性
消
防
団
専
用
の
消
防
車
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
も
女
性
消
防
団
専
用
車
両
は
め
ず
ら
し
く
、

こ
の
車
両
に
は
、
可
搬
ポ
ン
プ
、
ホ
ー
ス
等
を
積
載
し
て
い
る
た

め
、
実
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
地
域
住
民

に
対
す
る
応
急
手
当
の
指
導
の
ほ
か
、
広
報
活
動
も
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｒ
■

消防団員募集中

地域の防災にあなたの

チカラをかしてください!!
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青

年

・

女

性

消

防

団

員

研

修

会

女

性

消

防

団

車

両

導

入

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
五
日
、

三
重
県
北
勢
支
会
の
研
修
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
は
、

元
横
須
賀
米
海
軍
消
防
隊
予
防
課
長

の
長
谷
川
佑
子
さ
ん
に
よ
る
、
「
災

害
時
生
き
抜
く
力
を
！
～
地
域
防
災

力
を
担
う
消
防
団
と
し
て
学
ぶ
～
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
尐
期
か
ら
防
災
教
育
を
学
ぶ
姿
勢

が
日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
大
き
く
差
が

あ
る
こ
と
に
大
変
驚
き
、
未
来
を
生

き
る
子
供
た
ち
に
は
世
界
水
準
の
危

機
管
理
教
育
を
身
に
付
け
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、

子
ど
も
を
は
じ
め
市
民
の
方
に
講
習

会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前面 側面

①

③ ④

②

① 管そう

ホースの先に付けて、大量の水を

放水します。

② 吸管

ポンプに結合し、川や池などから

水を吸い上げるために使います。

③ 可搬ポンプ

人が楽に搬送できる消火用ポンプ。

川や池などから水を吸い上げ、圧力

をかけて放水します。

④ ホース

ホースの長さは１本２０ｍで、女

性用に軽量のホースとなっています。

後面


